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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
カニクイザルにおいて季節性B型インフルエンザウイルスの病原性と抗インフルエンザ薬の
治療効果について検討を行い、以下の点を明らかにした。
1)ヒトから分離された季節性B型インフルエンザウイルスは、カニクイザルに感染する。
2)ウイルスは主にカニクイザル鼻腔内で増殖し、発熱、炎症性サイトカイン産生、血清抗
体価の点においてヒト感染と類似した経過を示す。
3)カニクイザルにおけるB型インフルエンザウイルス感染に対して、ベラミビル単回静脈
内投与は、有意なウイルス抑制効果、発熱抑制効果を示し、その効果はオセルタミビル
を上回る。
本論文は、 B型インフルエンザウイルスの病原性や抗ウイルス薬の治療効果の判定にカニク
イザルが有用であることを示したものであり、最終試験として論文内容に関連した散開を受け
合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。
(総字数3 7 1字)
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